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『エリンが挑
ちょう
戦
せん
！にほんごできます。』

―この教
きょう
材
ざい
で伝

つた
えたい考

かんが
え方

かた
―

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
では、主

しゅ
として若

わか
い学

がく
習
しゅう
者
しゃ
を対

たい
象
しょう
に

したDVD教
きょう
材
ざい
『エリンが挑

ちょう
戦
せん
！ にほんごできます。』

を制
せい
作
さく
しました。この教

きょう
材
ざい
は、「ことば」と「文

ぶん
化
か
」、

両
りょう
方
ほう
の学

がく
習
しゅう
に使

つか
うことができる教

きょう
材
ざい
です。この記

き
事
じ

では、この教
きょう
材
ざい
をどのような考

かんが
え方

かた
で制

せい
作
さく
したか、

そして、どのように使
つか
っていただきたいか、述

の
べたい

と思
おも
います。

日
に
本
ほん
語

ご
国
こく
際
さい
センター　専

せん
任
にん
講
こう
師

し
簗
やな
島
しま
史
ふみ
恵

え

1. ことばの学
がく
習
しゅう
のために

―「日
に
本
ほん
語
ご
でできる」という自

じ
信
しん
と「自

じ
分
ふん
のことを話

はな
す」という勇

ゆう
気
き
を育

そだ
てる

この教
きょう

材
ざい

で日
に
本
ほん

語
ご
をはじめて勉

べん
強

きょう
するのは、少

すこ
しむずかしいかもしれま

せん。学
がっ

校
こう

で勉
べん

強
きょう

したり自
じ
分
ぶん

で教
きょう

科
か
書
しょ

を読
よ
んだりした学

がく
習

しゅう
者
しゃ

が、勉
べん

強
きょう

した
日
に
本
ほん

語
ご
を実

じっ
際
さい

に使
つか

う自
じ
信
しん

をつけたり、日
に
本
ほん

語
ご
で自

じ
分
ぶん

のことを話
はな

す練
れん

習
しゅう

をしたり
するための教

きょう
材
ざい

です。大
たい

切
せつ

な表
ひょう

現
げん

や文
ぶん

法
ぽう

も取
と
り上

あ
げましたが、その勉

べん
強

きょう
が

目
もく

的
てき

ではありません。この教
きょう

材
ざい

では、各
かく

課
か
で「できるようになってもらいたい

こと」をタイトルにしました（これを、私
わたし

たちは、「CAN-DO」のシラバスと
呼
よ
んでいます）。各

かく
課
か
のいろいろな場

ば
面
めん

で、日
に
本
ほん

語
ご
を「口

くち
に出

だ
す」経

けい
験
けん

を
してもらいたいと思

おも
っています。その結

けっ
果
か
、一

ひと
つずつ、「日

に
本
ほん

語
ご
でできること」

をふやすことができます。

（1）勉
べん
強
きょう
してきた日

に
本
ほん
語
ご
を使

つか
って、日

に
本
ほん
で生

せい
活
かつ
する体

たい
験
けん
ができる

例
たと

えば、第
だい

4課
か
「（コンビニで商

しょう
品
ひん

の）場
ば
所
しょ

を聞
き
く」、第

だい
6課

か
「（バスで）ねだ

んを聞
き
く」、第

だい
8課

か
「（ファーストフード店

てん
で）注

ちゅう
文
もん

する」など、多
おお

くの課
か
で、

日
に
本
ほん

の生
せい

活
かつ

を体
たい

験
けん

することができます。できるだけ一
いっ

般
ぱん

の高
こう

校
こう

生
せい

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

を自
し
然
ぜん

に取
と
り上

あ
げるために、日

に
本
ほん

のいろいろな学
がっ

校
こう

の高
こう

校
こう

生
せい

に、内
ない

容
よう

を相
そう

談
だん

しました。エリンと一
いっ

緒
しょ

に口
くち

を開
ひら

いて、勉
べん

強
きょう

してきた日
に
本
ほん

語
ご
が日

に
本
ほん

でも通
つう

じ
る実

じっ
感
かん

を味
あじ

わってほしいです。

（2）日
に
本
ほん
語
ご
を通

とお
して、自

じ
分
ぶん
から発

はっ
信
しん
する自

じ
信
しん
や勇

ゆう
気
き
を持

も
つことができる

最
さい

初
しょ

のころ、エリンも、一
ひと

つ一
ひと

つの場
ば
面
めん

で、とても緊
きん

張
ちょう

しています。でも、
この教

きょう
材
ざい

では、勇
ゆう

気
き
を持

も
って自

じ
分
ぶん

のことを発
はっ

信
しん

したり、積
せっ

極
きょく

的
てき

に相
あい

手
て
のこと

を聞
き
いたりすることを大

たい
切
せつ

にしています。例
たと

えば、第
だい

7課
か
「自

じ
分
ぶん

のしゅみを
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話
はな

す」、第
だい

15課
か
「（お祭

まつ
りで）自

じ
分
ぶん

のきぼう（やりたい
こと）を言

い
う」、そして、第

だい
23課

か
「（遊

ゆう
園
えん

地
ち
で）友

とも
だちを

さそう」などの課
か
があります。また、例

たと
えば、第

だい
17課

か

「はんたいのことを言
い
う」では、「～けど」を使

つか
って

エリン自
じ
身
しん

の気持
き も

ちを言
い
う状

じょう
況
きょう

にしたり、第
だい

18課
か

「くらべて言
い
う」では、「～のほうが」を使

つか
って、エリン

が自
じ
分
ぶん

で二
ふた

つのものを比
くら

べて意
い
見
けん

を言
い
う場

ば
面
めん

にしたり
しました。つまり、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

が、受
う
け身

み
ではなく、自

じ
分
ぶん

の
気持
き も

ちや意
い
見
けん

を言
い
って行

こう
動
どう

する機
き
会
かい

を増
ふ
やしています。

この教
きょう

材
ざい

によって、日
に
本
ほん

語
ご
の学

がく
習
しゅう

にかぎらず、自
じ
分
ぶん

の
国
くに

の生
せい

活
かつ

の中
なか

でも、自
じ
分
ぶん

の気持
き も

ちを強
つよ

く持
も
って話

はな
したり、

自
じ
分
ぶん

から発
はっ

信
しん

したりすることができるようになって
ほしいと考

かんが
えています。

2. 文
ぶん
化
か
の学

がく
習
しゅう
のために

―「気
き
づいたこと、発

はっ
見
けん
したこと」を「考

かんが
えたり

話
はな
し合

あ
ったりする」きっかけを与

あた
える

2.1. 海
かい
外
がい
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が知

し
りたいこと

今
こん

回
かい

の教
きょう

材
ざい

制
せい

作
さく

のために、海
かい

外
がい

11か国
こく

で日
に
本
ほん

語
ご
を勉

べん
強
きょう

している高
こう

校
こう

生
せい

約
やく

1100人
にん

とその教
きょう

師
し
約
やく

380人
にん

を対
たい

象
しょう

に、
日
に
本
ほん

の文
ぶん

化
か
に関

かん
する知

ち
識
しき

や興
きょう

味
み
、映

えい
像
ぞう

教
きょう

材
ざい

に期
き
待
たい

する
ことについて、アンケートを行

おこな
いました。その結

けっ
果
か
、

日
に
本
ほん

について知
し
りたいことや映

えい
像
ぞう

で見
み
たいことについて、

次
つぎ

のような3種
しゅ

類
るい

の回
かい

答
とう

がありました。

（1）教
きょう
科
か
書
しょ
に言

こと
葉
ば
で出

で
ている「物

もの
」や「こと」を実

じっ
際
さい

の目
め
で見

み
たい

まず、日
に
本
ほん

の物
もの

や日
に
本
ほん

人
じん

の様
よう

子
す
を見

み
たい、知

し
りたい、

という回
かい

答
とう

です。例
たと

えば、高
こう

校
こう

生
せい

の一
いち

日
にち

の過
す
ごし方

かた
、

クラブ活
かつ

動
どう

、塾
じゅく

、アルバイト、年
ねん

中
ちゅう

行
ぎょう

事
じ
、交

こう
通
つう

機
き
関
かん

、
店
みせ

、食
た
べ物

もの
などです。

（2）伝
でん
統
とう
的
てき
なものや歴

れき
史
し
的
てき
なものを見

み
たい

例
たと

えば、茶
さ
道
どう

、生
い
け花

ばな
、折

お
り紙

がみ
、式

しき
、寺

てら
、神

じん
社
じゃ

などで
す。「授

じゅ
業
ぎょう

などで、それについて聞
き
いたり見

み
たりする機

き

会
かい

が多
おお

いから、もっと全
ぜん

体
たい

を知
し
りたい。」と答

こた
えた高

こう
校
こう

生
せい

と、「現
げん

在
ざい

の日
に
本
ほん

もよく知
し
っているが、それより伝

でん

統
とう

的
てき

なもののほうがおもしろい。」と書
か
いた高

こう
校
こう

生
せい

がい
ました。

（3）現
げん
代
だい
の日

に
本
ほん
、ありのままの日

に
本
ほん
を見

み
たい

例
たと

えば、アニメ、まんが、企
き

業
ぎょう

、若
わか

者
もの

のファッショ
ンなど、新

あたら
しい日

に
本
ほん

を見
み
たい、知

し
りたい、という希

き

望
ぼう

もたくさんありました。
一
いっ

方
ぽう

、高
こう

校
こう

生
せい

の中
なか

には、「知
し
っている日

に
本
ほん

人
じん

」や
「知

し
っているアニメやまんが」などについて、教

きょう
師
し
より

ずっとたくさんの新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

を持
も
っている高

こう
校
こう

生
せい

も
いました。彼

かれ
らは、授

じゅ
業
ぎょう

では、自
じ
分
ぶん

でも入
にゅう

手
しゅ

できるさま
ざまな映

えい
像
ぞう

（アニメやまんがなど）自
じ
体
たい

を取
と
り上

あ
げて

ほしいと考
かんが

えているのではなく、自
じ
分
ぶん

達
たち

が得
え
た情

じょう
報
ほう

や
映
えい

像
ぞう

の背
はい

景
けい

にある日
に
本
ほん

人
じん

やその考
かんが

え方
かた

、それを作
つく

ってきた
歴
れき

史
し
など、より深

ふか
いものを知

し
りたいと答

こた
えていました。

表
ひょう
1「知

し
っている日

に
本
ほん
人
じん
」（A国

こく
の回

かい
答
とう
から）

表
ひょう
2「知

し
っているアニメやまんが」（B国

こく
の回

かい
答
とう
から）

2.2. 映
えい
像
ぞう
で考

かんが
えてほしいこと

この教
きょう

材
ざい

では、このようなアンケート結
けっ

果
か
をふまえて、

言
げん

語
ご
の学

がく
習
しゅう

だけでなく、文
ぶん

化
か
の学

がく
習
しゅう

にも使
つか

えるように、
映
えい

像
ぞう

に入
い
れるもの、取

と
り上

あ
げるものを決

き
めました。

そのために、次
つぎ

のような三
さん

角
かく

形
けい

で、文
ぶん

化
か
面
めん

のポイント
を書

か
き出

だ
しました。これは、アメリカの「ナショナル

スタンダーズ」*で採
さい

用
よう

されている文
ぶん

化
か
のあつかい方

かた
を

参
さん

考
こう

にしたものです。そして、各
かく

課
か
で示

しめ
したい文

ぶん
化
か
を

この三
さん

角
かく

形
けい

で整
せい

理
り
しました。

例
たと

えば、「コンビニ」というトピックでは、まず、

教
きょう
師
し

ドラえもん、

クレヨンしんちゃん、

NARUTO、

ちびまるこちゃん、

名
めい
探
たん
偵
てい
コナン、

こぼちゃん、

忍
にん
者
じゃ
ハットリくん

…

学
がく
習
しゅう
者
しゃ

エヴァンゲリオン、美
び
少
しょう
女
じょ
戦
せん
士
し
セーラー

ムーン、るろうに剣
けん
心
しん
、犬

いぬ
夜
や
叉
しゃ
、

ワンピース、ヒカルの碁
ご
、キャプテン

翼
つばさ
、スラムダンク、テニスの王

おう
子
じ
様
さま
、

GTO、カードキャプターさくら、

フルーツバスケット、ガンダム、

デジタルモンスター、ポケットモン

スター、遊
ゆう
戯
ぎ
王
おう
、ドラえもん、クレヨン

しんちゃん、名
めい
探
たん
偵
てい
コナン、

NARUTO、Samurai Deeper KYO、

だぁ！だぁ！だぁ！ …

教
きょう
師
し

小
こ
泉
いずみ
首
しゅ
相
しょう
、

イチロー、夏
なつ
目
め
漱
そう
石
せき
、

プリンセス黒
くろ
田
だ
、

宇
う
多
た
田
だ
ヒカル、

スマップ…

学
がく
習
しゅう
者
しゃ

宇
う
多
た
田
だ
ヒカル、嵐

あらし
、V6、浜

はま
崎
さき
あゆみ、

木
き
村
むら
拓
たく
哉
や
、上

うえ
戸
と
彩
あや
、スマップ、中

なか
島
しま
美
み
嘉
か
、

X-Japan、ミスチル、乙
おと
武
たけ
洋
ひろ
匡
ただ
、道

みち
場
ば

六
ろく
三
さぶ
郎
ろう
、中

なか
田
た
英
ひで
寿
とし
、イチロー、ハード

ゲイ、修
しゅう
二
じ
と彰

あきら
、小

こ
泉
いずみ
首
しゅ
相
しょう
、宮

みや
崎
ざき
駿
はやお

……

文
ぶん
化
か
の三

さん
角
かく
形
けい
（三

みっ
つのP）

Perspectives
（その背

はい
景
けい
となるものの見

み
方
かた
）

Products
（産

さん
物
ぶつ
）

Behavioral 
Practices
（行

こう
動
どう
、習

しゅう
慣
かん
）
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P roducts（産
さん
物
ぶつ
）には、コンビニの商

しょう
品
ひん

、お弁
べん

当
とう

、
おにぎり･･･などと、コンビニにある物

もの
、コピー機

き
、

ATM、そして店
てん

員
いん

の制
せい

服
ふく

などを書
か
き出

だ
すことができます。

次
つぎ

に、Practices（行
こう
動
どう
､習
しゅう
慣
かん
）には、24時

じ
間
かん

開
あ
いている、

宅
たく

配
はい

便
びん

を送
おく

れる、払
はら

い込
こ
みができる、そしてお客

きゃく
さん

が立
た
ち読

よ
みをしている……などを書

か
き出

だ
すことができ

ます。そして、その Perspect ives（背
はい
景
けい
）として、

コンビニが本
ほん

当
とう

に便
べん

利
り
（convenient＜コンビニ）で、

日
に
本
ほん

人
じん

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

で大
おお

きな役
やく

割
わり

をはたしていること、
日
に
本
ほん

のサービスやその考
かんが

え方
かた

、豊
ほう

富
ふ
なおそうざいや

お弁
べん

当
とう

を買
か
って帰

かえ
って家

いえ
で食

た
べる人

ひと
が増

ふ
えていること

……など、さまざまなものの見
み
方
かた

につなげることが
できます。この P e r s p e c t i v e s（背

はい
景
けい
）の部

ぶ
分
ぶん

は、
例
れい

として、私
わたし

たちが考
かんが

えられる見
み
方
かた

をあげて整
せい

理
り
しまし

たが、本
ほん

当
とう

は、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

自
じ
身
しん

に考
かんが

えてもらいたい部
ぶ
分
ぶん

です。
ですから、教

きょう
材
ざい

では、できるだけ制
せい

作
さく

者
しゃ

の価
か
値
ち
判
はん

断
だん

や
評
ひょう

価
か
を入

い
れないで、客

きゃっ
観
かん

的
てき

にたくさんの映
えい

像
ぞう

を入
い
れる

努
ど

力
りょく

をしました。
教
きょう

材
ざい

では、一
ひと

つのトピックを一
ひと

つの課
か
で中

ちゅう
心
しん

的
てき

に
取
と
り上

あ
げましたが、ほかの課

か
で出

で
てくるものも総

そう
合
ごう

的
てき

に見
み
ると、もっと大

おお
きい視

し
野
や
を持

も
つことができます。

例
たと

えば、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ
は、第

だい
14課

か
「よそうを言

い
う・携

けい
帯
たい

電
でん

話
わ
」

で多
おお

く取
と
り上

あ
げられています。「基

き
本
ほん

スキット」では、
待
ま
ち合

あ
わせに遅

おく
れた友

とも
だちからメールが来

き
ます。「応

おう
用
よう

スキット」では、友
とも

だちと友
とも

だちが好
す
きな男

おとこ
の子

こ
の

写
しゃ

真
しん

を携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ
でとってあげます。「見

み
てみよう」という

コーナー（このコーナーは、台
だい

本
ほん

を作
つく

らず、実
じっ

際
さい

の
高
こう

校
こう

生
せい

に話
はなし

を聞
き
きながら、できるだけ彼

かれ
らの生

せい
活
かつ

を再
さい

現
げん

するようにしました。）では、日
に
本
ほん

の高
こう

校
こう

生
せい

がどんなふう
に携

けい
帯
たい

電
でん

話
わ
を使

つか
っているかを見

み
ます。「やってみよう」

というコーナーでは、絵
え
文
も
字
じ
や顔

かお
文
も
字
じ
を使

つか
ってメールを

書
か
きます。でも、携

けい
帯
たい

電
でん

話
わ
は、ほかの課

か
にも出

で
て来

き
ます。

例
たと

えば、第
だい

1課
か
の「見

み
てみよう・高

こう
校
こう

生
せい

の朝
あさ

」や第
だい

2課
か

*ナショナルスタンダーズについては、国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

ホームページの「日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

国
くに

別
べつ

情
じょう

報
ほう

」シラバス・ガイドライン一
いち

覧
らん

☆北
ほく

米
べい

に、
その翻

ほん
訳
やく

がアップされています。
（http://www.jpf.go.jp/j/japan_j/oversea/kunibetsu/syllabus/syllabus.html）

の「見
み
てみよう・高

こう
校
こう

生
せい

活
かつ

」では、女
じょ

子
し
高
こう

生
せい

が生
せい

活
かつ

の
中
なか

で、実
じっ

際
さい

に携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ
を使

つか
っています。第

だい
9課

か
の「応

おう
用
よう

スキット」では、スポーツクラブにいる姉
し
妹
まい

に、母
はは

親
おや

から電
でん

話
わ
がかかってきます。このように一

ひと
つのトピック

でも、多
た
角
かく

的
てき

な視
し
点
てん

で多
おお

くの映
えい

像
ぞう

を入
い
れ、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

が
自
じ
分
ぶん

の目
め
で「気

き
づいたり」、「発

はっ
見
けん

したり」、そして、
「考

かんが
えたり」、「まわりの人

ひと
と話

はな
したり」するきっかけに

なるような教
きょう

材
ざい

を作
つく

りました。2.1.に書
か
いたアンケート

でも、高
こう

校
こう

生
せい

自
じ
身
しん

が「単
たん

に表
ひょう

層
そう

的
てき

な事
じ

象
しょう

だけでなく、
考
かんが

え方
かた

や人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

を知
し
りたい」「高

こう
校
こう

生
せい

の人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

、
考
かんが

え方
かた

、価
か
値
ち
観
かん

などがわかる映
えい

像
ぞう

が見
み
たい」「似

に
ている

だろうと決
き
めてかからないで、ありのままを見

み
せて

ほしい」などと書
か
いています。

3. この教
きょう
材
ざい
で伝

つた
えたいこと、願

ねが
っていること

ここまで述
の
べてきたように、この教

きょう
材
ざい

は、海
かい

外
がい

で
使
つか

われることをとても大
たい

切
せつ

に考
かんが

えて制
せい

作
さく

しました。特
とく

に
中
ちゅう

学
がく

生
せい

や高
こう

校
こう

生
せい

の日
に
本
ほん

語
ご
学
がく

習
しゅう

の現
げん

場
ば
は、多

た
様
よう

な学
がく

習
しゅう

目
もく

的
てき

やカリキュラムがあって、制
せい

作
さく

者
しゃ

側
がわ

から、「こういう
ことを知

し
りなさい」「こういうことを勉

べん
強
きょう

しなさい」と
決
き
めることはできません。もちろん、教

きょう
材
ざい

はいろいろ
な制

せい
限
げん

があるので、完
かん

全
ぜん

に自
じ
由
ゆう

に日
に
本
ほん

を伝
つた

えることは
できません。でも、この教

きょう
材
ざい

は、来
らい

日
にち

や将
しょう

来
らい

の仕
し
事
ごと

の
ために日

に
本
ほん

語
ご
を勉

べん
強
きょう

する学
がく

習
しゅう

者
しゃ

だけでなく、自
じ
分
ぶん

の
成
せい

長
ちょう

のために、日
に
本
ほん

語
ご
を学

まな
んでいる学

がく
習
しゅう

者
しゃ

にも利
り
用
よう

してもらいたいと強
つよ

く思
おも

っています。日
に
本
ほん

語
ご
の学

がく
習
しゅう

を
通
とお

して自
じ
信
しん

を育
そだ

てたり、日
に
本
ほん

の映
えい

像
ぞう

を通
とお

して日
に
本
ほん

や
自
じ
分
ぶん

の国
くに

、日
に
本
ほん

人
じん

や自
じ
国
こく

の人
ひと

、自
じ
分
ぶん

自
じ
身
しん

について発
はっ

見
けん

したり、考
かんが

えたり、議
ぎ
論
ろん

したりしてくれたらいいと思
おも

い
ます。そして、自

じ
分
ぶん

の国
くに

も日
に
本
ほん

も、両
りょう

方
ほう

、好
す
きになって

ほしいと願
ねが

っています。
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日
に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センター専

せん
任
にん
講
こう
師
し
横
よこ
山
やま
紀
のり
子
こ

聴
ちょう
解
かい

海
かい
外
がい
で活

かつ
躍
やく
している日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のみなさんから、よく「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
を知

し
りたい」「すぐに使

つか
える授

じゅ
業
ぎょう
活
かつ
動
どう
を提

てい
供
きょう

してもらいたい」という要
よう
望
ぼう
をいただきます。

「日
に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ」のコーナーでは、日

に
本
ほん
語
ご
国
こく
際
さい
センターの専

せん
任
にん
講
こう
師
し
が、日

に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
を学

まな
んだことのない

方
かた
に、「コースデザイン」や「読

どっ
解
かい
」「会

かい
話
わ
」「聴

ちょう
解
かい
」「評

ひょう
価
か
」などの基

き
本
ほん
的
てき
な教

きょう
授
じゅ
理
り
論
ろん
、教

きょう
授
じゅ
知
ち
識
しき
をわかりやすく解

かい
説
せつ

します。既
すで
に日

に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えている方

かた
も日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
法
ほう
に関

かん
する基

き
礎
そ
固
がた
め、知

ち
識
しき
の再

さい
点
てん
検
けん
にお役

やく
立
だ
てください。

家
か
族
ぞく

の紹
しょう

介
かい

、休
きゅう

日
じつ

の経
けい

験
けん

、趣
しゅ

味
み
の話

はなし
、最

さい
近
きん

見
み
た映

えい
画
が
や

読
よ
んだ本

ほん
の紹

しょう
介
かい

、社
しゃ

会
かい

問
もん

題
だい

に関
かん

する意
い
見
けん

など、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のレベルに合
あ
わせてさまざまに考

かんが
えられます。

日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

の聴
ちょう

解
かい

をふり返
かえ

ってみると、録
ろく

音
おん

を聞
き
く

聴
ちょう

解
かい

よりも、話
はな

し手
て
と対

たい
面
めん

して直
ちょく

接
せつ

話
はなし

を聞
き
く聴

ちょう
解
かい

の
ほうがずっと機

き
会
かい

が多
おお

いことがわかります。話
はな

し手
て
と

対
たい

面
めん

する聴
ちょう

解
かい

では、音
おん

声
せい

による情
じょう

報
ほう

を理
り
解
かい

することだけ
でなく、次

つぎ
のようなことが必

ひつ
要
よう

です。
1あいづちを打

う
つなど適

てき
切
せつ

な反
はん

応
のう

を返
かえ

す。
2必

ひつ
要
よう

に応
おう

じて質
しつ

問
もん

をして自
じ
分
ぶん

の理
り
解
かい

を確
かく

認
にん

する。
3ジェスチャーなど非

ひ
言
げん

語
ご
的
てき

要
よう

素
そ
によって伝

つた
えられる

情
じょう

報
ほう

を理
り
解
かい

する。
1～3のような聴

ちょう
解
かい

技
ぎ
能
のう

は、LL室
しつ

で黙
だま

って録
ろく

音
おん

を
聞
き
いて理

り
解
かい

確
かく

認
にん

の課
か
題
だい

に答
こた

えるだけでは養
よう

成
せい

されません。
聴
ちょう

解
かい

授
じゅ

業
ぎょう

では、教
きょう
師
し
やクラスメイトの話

はなし
を対

たい
面
めん
で

聞
き
くような活

かつ
動
どう
もぜひ取

と
り入

い
れてください。

音
おん
声
せい
テキストから言

げん
語
ご
を学

まな
ぶ

聴
ちょう

解
かい

学
がく

習
しゅう

の目
もく

的
てき

としては、音
おん

声
せい

テキストを理
り
解
かい

すること
に加

くわ
えて、音

おん
声
せい

テキストから言
げん

語
ご
を学

まな
ぶことが重

じゅう
要
よう

です。
第
だい

2言
げん

語
ご

習
しゅう

得
とく

研
けん

究
きゅう

では、新
あたら
しい単

たん
語
ご
や表

ひょう
現
げん
とその使

つか
い

方
かた
を「聞

き
くことによって習

しゅう
得
とく
する」ことが非

ひ
常
じょう
に重

じゅう
要
よう

だと言
い
われています。従

じゅう
来
らい

の聴
ちょう

解
かい

指
し
導
どう

では、音
おん

声
せい

テキストにふくまれている新
あたら

しい単
たん

語
ご
や表

ひょう
現
げん

について
は、あらかじめ教

おし
えておいてからテキストを聞

き
くのが

一
いっ

般
ぱん

的
てき

でした。しかし、「聞
き
くことによって習

しゅう
得
とく

する」
ことが重

じゅう
要
よう

だとすれば、新
あたら

しい単
たん

語
ご
や表

ひょう
現
げん

について、
テキストの文

ぶん
脈
みゃく

から学
がく

習
しゅう

者
しゃ

自
じ
身
しん

に推
すい

測
そく

させることが必
ひつ

要
よう

です。ここでは、音
おん
声
せい
テキストとして、未

み
習
しゅう
の単

たん
語
ご
や表

ひょう
現
げん

聴
ちょう
解
かい
指
し
導
どう
で教

きょう
師
し
ができることとは？

聴
ちょう

解
かい

指
し
導
どう

での教
きょう

師
し
の役

やく
割
わり

は何
なに

をすることでしょうか。
ここでは、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

に音
おん

声
せい

テキストを聞
き
かせて理

り
解
かい

を
確
かく

認
にん

するだけでなく、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の聞
き
く力

ちから
を積

せっ
極
きょく

的
てき

に伸
の
ばす

ことを重
じゅう

視
し
して考

かんが
えていきます。聴

ちょう
解
かい

指
し
導
どう

で教
きょう

師
し
が

できることは、大
おお

きく分
わ
けて二

ふた
つあります。

以
い
下
か
では、この二

ふた
つの役

やく
割
わり

について順
じゅん

番
ばん

に述
の
べます。

音
おん
声
せい
テキストの種

しゅ
類
るい

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

に聞
き
かせる音

おん
声
せい

テキストとしては、市
し
販
はん

の録
ろく

音
おん

教
きょう

材
ざい

を使
つか

うのが一
いっ

般
ぱん

的
てき

だと思
おも

いますが、他
ほか

にもいろいろ
なことが考

かんが
えられます。まず、周

しゅう
囲
い
の日

に
本
ほん
人
じん
や日

に
本
ほん
語
ご

話
わ
者
しゃ
の発

はつ
話
わ
を録

ろく
音
おん
してテキストとして使

つか
うことができます。

海
かい

外
がい

では、このような録
ろく

音
おん

のチャンスが少
すく

ないことは
確
たし

かですが、例
たと

えば学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の先
せん

輩
ぱい
（日

に
本
ほん

語
ご
コースの上

じょう
級
きゅう

生
せい

）や他
ほか

の教
きょう

師
し
が学

がっ
校
こう

や地
ち
域
いき

の行
ぎょう

事
じ
について情

じょう
報
ほう

を
伝
つた

えたり、感
かん

想
そう

や意
い
見
けん

を述
の
べたりするものなら比

ひ
較
かく

的
てき

簡
かん

単
たん

に録
ろく

音
おん

することができます。日
に
本
ほん

に留
りゅう

学
がく

した先
せん

輩
ぱい

や日
に
本
ほん

語
ご
を使

つか
って仕

し
事
ごと

をしている先
せん

輩
ぱい

の話
はなし

などは、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の
関
かん

心
しん

も高
たか

いのではないでしょうか。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

の日
に
本
ほん

語
ご
の

レベルを知
し
っている先

せん
輩
ぱい

や教
きょう

師
し
であれば、学

がく
習
しゅう

者
しゃ

に
合
あ
わせたレベルの日

に
本
ほん

語
ご
で話

はな
してもらうこともできます。

聴
ちょう

解
かい

指
し
導
どう

に使
つか

える音
おん

声
せい

テキストは、録
ろく

音
おん

だけではあり
ません。教

きょう
室
しつ

の中
なか

で教
きょう

師
し
が話

はな
す日

に
本
ほん

語
ご
、他

た
の学

がく
習
しゅう

者
しゃ

が
話
はな

す日
に
本
ほん

語
ご
も大

だい
事
じ
な聴

ちょう
解
かい

のリソースです。話
はなし

の内
ない

容
よう

は、

（1）学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に聞

き
かせる音

おん
声
せい
テキスト（日

に
本
ほん
語
ご
の音

おん
声
せい
）

を準
じゅん
備
び
する。

（2）学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が聞

き
いて理

り
解
かい
する「過

か
程
てい
」を助

たす
ける。
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をふくんだものを使
つか
うことを提

てい
案
あん

します（未
み
習
しゅう

単
たん

語
ご
の割

わり
合
あい

が多
おお

すぎては難
むずか

しくなりますが、大
だい

体
たい

テキスト全
ぜん

体
たい

の
5～10%程

てい
度
ど
なら大

たい
意
い
を理

り
解
かい

することができると考
かんが

えられ
ます）。未

み
習
しゅう

の単
たん

語
ご
や表

ひょう
現
げん

については、聞
き
く前

まえ
にすべて

説
せつ

明
めい

するのではなく、むしろテキストの内
ない

容
よう

理
り
解
かい

ができた
後
あと

にとりあげて説
せつ

明
めい

したり練
れん

習
しゅう

したりすることを勧
すす

めます。
実
じっ

生
せい

活
かつ

の聴
ちょう

解
かい

では、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は未
み

習
しゅう

の単
たん

語
ご
や表

ひょう
現
げん

を
ふくんだものを聞

き
かなければなりません。教

きょう
室
しつ

での聴
ちょう

解
かい

は
よくできても実

じっ
生
せい

活
かつ
（教

きょう
室
しつ

外
がい

）の聴
ちょう

解
かい

は苦
にが

手
て
という学

がく
習
しゅう

者
しゃ

を作
つく

らないためにも、知
し
らないことばや聞

き
き取

と
れない部

ぶ
分
ぶん

を推
すい
測
そく
させる活

かつ
動
どう
を初

しょ
級
きゅう
の始

はじ
めから導

どう
入
にゅう
しましょう。

理
り
解
かい
の「過

か
程
てい
」を助

たす
けるとは？

では、「理
り
解
かい

できない」部
ぶ
分
ぶん

をふくんだテキストの「理
り
解
かい

を助
たす

ける」には、どうすればいいのでしょうか。学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が
理
り
解
かい

できなかった部
ぶ
分
ぶん

について意
い
味
み
を説

せつ
明
めい

したり、文
も
字
じ

のスクリプトを見
み
せたりするのは、理

り
解
かい

の「結
けっ

果
か
」を与

あた
える

ことで、理
り
解
かい

の「過
か
程
てい

」を助
たす

けることではありません。聴
ちょう

解
かい

指
し
導
どう

では、「理
り
解
かい

できない」部
ぶ
分
ぶん

をふくんだテキストを
推
すい

測
そく

などのストラテジーを使
つか

って理
り
解
かい

する方
ほう

法
ほう

を練
れん

習
しゅう

させることが必
ひつ

要
よう

です。「ストラテジー」とは、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
が

不
ふ
足
そく
した理

り
解
かい
を補

おぎな
うために用

もち
いる方

ほう
策
さく
ですが、聴

ちょう
解
かい

の主
しゅ
要
よう
なストラテジーとして、次

つぎ
の六

むっ
つがあります。

授
じゅ
業
ぎょう
計
けい
画
かく
のためのガイドライン

未
み

習
しゅう

の単
たん

語
ご
や表

ひょう
現
げん

をふくんだテキストを用
もち

い、上
うえ

で
紹
しょう

介
かい

したストラテジーを積
せっ

極
きょく

的
てき

に使
つか

った聞
き
き方

かた
を練

れん
習
しゅう

させるために、次
つぎ

の3段
だん

階
かい

に分
わ
けて、授

じゅ
業
ぎょう

計
けい

画
かく

のガイド
ラインを考

かんが
えてみました。

前
まえ
作
さ
業
ぎょう

これから聞
き
くテキストについて学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の背

はい
景
けい

知
ち
識
しき
を活

かっ
性
せい
化
か
するなど、聞

き
く前

まえ
の準

じゅん
備
び
をする。

本
ほん
作
さ
業
ぎょう

テキストを数
すう
回
かい
にわたって聞

き
いて、少

すこ
しずつ

理
り
解
かい
を深

ふか
める。

後
あと
作
さ
業
ぎょう

聞
き
いた後

あと
に反

はん
応
のう
を表

ひょう
現
げん
したり、テキストから

言
げん
語
ご
を学

まな
んだりする。

後
あと

作
さ

業
ぎょう

では、「話
はな

す」「書
か
く」という産

さん
出
しゅつ

活
かつ

動
どう

を積
せっ

極
きょく

的
てき

に導
どう

入
にゅう

することで、聞
き
いて理

り
解
かい

した言
げん

語
ご

表
ひょう

現
げん

を定
てい

着
ちゃく

させるという狙
ねら

いもあります。
対
たい

面
めん

の聴
ちょう

解
かい

では、テキストがあらかじめ決
き
まっていない

し、録
ろく

音
おん

のようにくり返
かえ

しの聴
ちょう

解
かい

はできませんから、
上
うえ

のガイドラインがすべて適
てき

応
おう

できるわけではありません。
対
たい
面
めん
の聴

ちょう
解
かい
では、質

しつ
問
もん
のストラテジーや反

はん
応
のう
のストラテ

ジーに重
じゅう
点
てん
を置

お
いて練

れん
習
しゅう
するといいでしょう。Rost

（1991）には、対
たい

面
めん

の聴
ちょう

解
かい

についての教
きょう

室
しつ

活
かつ

動
どう

がたくさん
紹
しょう

介
かい

されています。

日
に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

（近
きん

刊
かん

）『国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

授
じゅ

法
ほう

シリーズ5
聞
き
くことを教

おし
える』ひつじ書

しょ
房
ぼう

Rost, M. （1991） Listening in action, New York: Prentice Hall.

前
まえ
作
さ
業
ぎょう

（a）テキストの内
ない

容
よう

について学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が持
も
っている知

ち
識
しき

や
情
じょう

報
ほう

、経
けい

験
けん

などを引
ひ
き出

だ
す。

（b）テキストに関
かん

連
れん

した絵
え
や写

しゃ
真
しん

を利
り
用
よう

して、内
ない

容
よう

を
予
よ
測
そく

させる。
（c）キーワードを確

かく
認
にん

する。ただし、知
し
らない語

ご
をすべて

説
せつ

明
めい

するのではなく、文
ぶん

脈
みゃく

から推
すい

測
そく

できそうな語
ご
は

本
ほん

作業
さぎょう

で推
すい

測
そく

させる。
（d）聞

き
く前

まえ
に質

しつ
問
もん

を与
あた

え、聞
き
きとりの目

もく
的
てき

を意
い
識
しき

させる。
本
ほん
作
さ
業
ぎょう

（e）聞
き
く前

まえ
に予

よ
測
そく

したことが正
ただ
しかったかどうか確

かく
認
にん

させる。
（f）1度

ど
目
め
に聞

き
くときは大

たい
意
い
をとることに集

しゅう
中
ちゅう

させ、
細
さい

部
ぶ
の理

り
解
かい

は2度
ど
目
め
以
い
降
こう

の聞
き
きとりで確

かく
認
にん

する。
（g）知

し
らない語

ご
や聞

き
き取

と
れなかった部

ぶ
分
ぶん

を推
すい

測
そく

させる。
（h）理

り
解
かい

できなかったことについて質
しつ

問
もん

させる。
後
あと
作
さ
業
ぎょう

（i）聞
き
いた内

ない
容
よう

について意
い
見
けん

や感
かん

想
そう

を言
い
ったり、書

か
いたり

する。
（j）聞

き
いた内

ない
容
よう

に関
かん

連
れん

して学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が持
も
っている知

ち
識
しき

や
情
じょう

報
ほう

を発
はっ

表
ぴょう

させる。
（k）テキスト中

ちゅう
の単

たん
語
ご
や表

ひょう
現
げん

を学
がく

習
しゅう

する。（テキストの
空
くう

白
はく

うめ・再
さい

話
わ
・ロールプレイ等

とう
）

（1）情
じょう
報
ほう
を選

せん
別
べつ
する：自

じ
分
ぶん

の目
もく

的
てき

のために重
じゅう

要
よう

な部
ぶ
分
ぶん

に注
ちゅう

意
い
を集

しゅう
中
ちゅう

して必
ひつ

要
よう

な情
じょう

報
ほう

を選
せん

別
べつ

し、重
じゅう

要
よう

で
ない部

ぶ
分
ぶん

はよく理
り
解
かい

できなくても気
き
にせず、切

き
り

捨
す
てて聞

き
く。

（2）予
よ
測
そく
する：音

おん
声
せい

テキストの場
ば
面
めん

や話
わ
題
だい

に関
かん

する
手
て
がかりを十

じゅう
分
ぶん

に活
かつ

用
よう

して、予
よ
測
そく

してから（あるいは
予
よ
測
そく

しながら）聞
き
く。

（3）推
すい
測
そく
する：知

し
らないことばや聞

き
き取

と
れない部

ぶ
分
ぶん

に
ついて、前

ぜん
後
ご
の文

ぶん
脈
みゃく

や背
はい

景
けい

知
ち
識
しき

から意
い
味
み
を推

すい
測
そく

する。
（4）質

しつ
問
もん
する：人

ひと
と対

たい
面
めん

しての聴
ちょう

解
かい

では、適
てき

切
せつ

な質
しつ

問
もん

によって理
り
解
かい

を確
かく

認
にん

する。
（5）反

はん
応
のう
する：「聞

き
いて理

り
解
かい

する」ということは、聞
き
いた

内
ない

容
よう

を自
じ
分
ぶん

の経
けい

験
けん

や背
はい

景
けい

知
ち
識
しき

と照
しょう

合
ごう

することで、
その結

けっ
果
か
、驚

おどろ
き、感

かん
心
しん

、納
なっ

得
とく

、共
きょう

感
かん

などの反
はん

応
のう

が
生
う
まれる。このような反

はん
応
のう

を表
ひょう

現
げん

することも聴
ちょう

解
かい

活
かつ

動
どう

の一
いち

部
ぶ
として重

じゅう
要
よう

である。
（6）モニターする：「モニターする」とは、理

り
解
かい

を
チェックすることで、（1）～（5）のストラテジー
をコントロールする最

もっと
も重

じゅう
要
よう

なストラテジーで
ある。例

たと
えば、必

ひつ
要
よう

な情
じょう

報
ほう

が選
せん

別
べつ

できたか、
予
よ

測
そく

は正
ただ

しかったか、推
すい

測
そく

したことはテキストの
他
ほか

の部
ぶ
分
ぶん

の内
ない

容
よう

と矛
む

盾
じゅん

しないかなど、いまの自
じ
分
ぶん

に
は「何

なに
がわかって」「何

なに
がわかっていないか」を

チェックし続
つづ

けることである。



6

Ideas for Japanese-Language Classrooms

今
いま

、日
に
本
ほん

では、学
がく

生
せい

や社
しゃ

会
かい

人
じん

向
む
けの日

に
本
ほん

語
ご
の練

れん
習

しゅう

帳
ちょう

や反
はん

省
せい

帳
ちょう

など、日
に
本
ほん

語
ご
に関

かん
する本

ほん
がたくさん出

しゅっ
版
ぱん

され、日
に
本
ほん

人
じん

による「日
に
本
ほん

語
ご
ブーム」が続

つづ
いています。

そんな中
なか

、朗
ろう

読
どく

や音
おん

読
どく

が注
ちゅう

目
もく

されています。子
こ
どもの

国
こく

語
ご

教
きょう

育
いく

だけでなく、大人
お と な

向
む
けにも「日

に
本
ほん

語
ご
の美

うつく
しさ

を再
さい

認
にん

識
しき

する」「脳
のう

を鍛
きた

える」などのキャッチフレー
ズでCD付

つき
の教

きょう
材
ざい

がたくさん出
しゅっ

版
ぱん

され、声
こえ

に出
だ
して日

に

本
ほん

語
ご
を読

よ
む楽

たの
しさが伝

つた
えられています。選

えら
ぶ題

だい
材
ざい

に
よっては、ことば遊

あそ
びの日

に
本
ほん

語
ご
の授

じゅ
業

ぎょう
になるでしょう。

◆朗
ろう
読
どく
・音

おん
読
どく

1） 発
はっ
声
せい
練
れん
習

しゅう

五
ご

十
じゅう

音
おん

図
ず
は発

はっ
声
せい

練
れん

習
しゅう

にも使
つか

えます。日
に
本
ほん

語
ご
の発

はっ
声
せい

練
れん

習
しゅう

によく使
つか

われるのが、次
つぎ

の「口
くち

の運動
うんどう

」です。

あえいうえおあお a, e, i, u, e, o, a, o

かけきくけこかこ ka, ke, ki, ku, ke, ko, ka, ko

させしすせそさそ sa, se,shi, su, se, so, sa, so

たてちつてとたと ta,・・・・

さあ、このやり方
かた

で「わ行
ぎょう

」までやってみましょう。
鏡

かがみ
を見

み
て、次

つぎ
のような形

かたち
で発

はつ
音
おん

できるとよいで
しょう。

2）早
はや
口
くち
ことば

次
つぎ

に、早
はや

口
くち

ことばの練
れん

習
しゅう

をしましょう。みなさんの
国
くに

にも早
はや

口
くち

ことばがありますか？　日
に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

セン
ターの研

けん
修

しゅう
を受

う
けているいろいろな国

くに
の先

せん
生
せい

方
がた

にそれ

遊
あそ
び的

てき
な要

よう
素

そ
を加

くわ
えると、授

じゅ
業
ぎょう
の雰

ふん
囲

い
気

き
が変

か
わ

るだけでなく、学
がく
習
しゅう
効
こう
果

か
が高

たか
まることもありま

す。今
こん
回
かい
は、前

ぜん
回
かい
に続

つづ
き、日

に
本
ほん
語

ご
のことば遊

あそ
び

を授
じゅ
業
ぎょう
作
づく
りに生

い
かすアイディアを紹

しょう
介
かい
します。

目
もく
的
てき

日
に
本
ほん

語
ご
のことば遊

あそ
びを通

とお
して自

じ
分
ぶん

を表
ひょう

現
げん

する。

ことばで遊
あそ

びながら楽
たの

しく学
がく

習
しゅう

する。

学
がく
習

しゅう
者
しゃ
のタイプ

初
しょ

級
きゅう

後
こう

半
はん

～ 上
じょう

級
きゅう

クラスの人
にん
数
ずう

何
なん

人
にん

でも

テーマ “もっと”ことばで遊
あそ
ぼう！

ア イ ウ エ オ

ぞれの早
はや

口
くち

ことばを披
ひ
露
ろう

してもらうことがあります。
意
い
味
み
がわからなくても、いろいろな国

くに
の早

はや
口
くち

ことばを
聞
き
くだけでも楽

たの
しくなります。語

ご
彙
い
が簡

かん
単
たん

なものだと、
意
い
味
み
もわかってより楽

たの
しい練

れん
習

しゅう
となるでしょう。

3）詩
し

有
ゆう

名
めい

な詩
し
の中

なか
には、語

ご
彙
い
が簡

かん
単
たん

でリズムがよく、初
しょ

級
きゅう

の日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

でも扱
あつか

うことができるものがありま
す。例

たと
えば谷

たに
川
がわ

俊
しゅん

太
た
郎
ろう

の詩
し
など、「ことばあそびうた」

として絵
え
本
ほん

も出
で
ています。

「いるか」谷
たに
川
がわ
俊

しゅん
太
た
郎
ろう

（出
しゅっ

典
てん

：谷
たに

川
がわ

・瀬
せ
川
がわ

（1973））

次
つぎ

のように、動
どう

物
ぶつ

のいるか以
い
外
がい

にどんなことばがか
くれているか考

かんが
えさせながら、詩

し
の内

ない
容
よう

を確
かく

認
にん

すると
よいでしょう。

①青
あお
巻
まき
紙
がみ
、赤

あか
巻
まき
紙
がみ
、黄

き
巻
まき
紙
がみ

②となりの客
きゃく
は、

よく柿
かき
食
く
う客

きゃく
だ。

③バス、ガスばくはつ

い
る
か
い
る
か

い
な
い
か
い
る
か

い
な
い
い
な
い
い
る
か

い
つ
な
ら
い
る
か

よ
る
な
ら
い
る
か

ま
た
き
て
み
る
か

い
る
か
い
な
い
か

い
な
い
か
い
る
か

い
る
い
る
い
る
か

い
っ
ぱ
い
い
る
か

ね
て
い
る
い
る
か

ゆ
め
み
て
い
る
か
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を思
おも

い浮
う
かべながら声

こえ
に出

だ
してみましょう。

次
つぎ

に、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が自
じ
分
ぶん

で作
つく

る「創
そう

作
さく

四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
」とい

うことば遊
あそ

びを紹
しょう

介
かい

しましょう。

◆創
そう
作
さく
四

よ
字

じ
熟
じゅく
語

ご

「四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
」というのがありますね。例

たと
えば、「一

いっ
石
せき

二
に

鳥
ちょう

」や「前
ぜん

代
だい

未
み
聞
もん

」のような、四
よっ

つの漢
かん

字
じ
が一

いっ
体
たい

となって一
ひと

つの決
き
まった意

い
味
み
を生

う
み出

だ
す慣

かん
用
よう

的
てき

な表
ひょう

現
げん

のことです。
そして、今

こん
回
かい

紹
しょう

介
かい

する「創
そう

作
さく

四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
」はこのよ

うなことばの遊
あそ

びです。

では、「創
そう

作
さく

四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
」を作

つく
ってみましょう。

例
たと

えば、「一
いち

日
じつ

千
せん

秋
しゅう

」という四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
があります。

「千
せん

秋
しゅう

」は“千
せん

年
ねん

、長
なが

い年
ねん

月
げつ

”という意
い
味
み
ですが、四

よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
になると、“一

いち
日
にち

会
あ
わなくても長

なが
い間

あいだ
会
あ
っていな

いと思
おも

うぐらいに、恋
こい

しく思
おも

う、待
ま
ち望

のぞ
む気

き
持
も
ちが強

つよ

い”という意
い
味
み
の表

ひょう
現
げん

になります。
これを「一

いち
日
じつ

千
せん

秋
しゅう

」の「千
せん

秋
しゅう

」の読
よ
み方

かた
と同

おな
じこと

ば「先
せん

週
しゅう

」に替
か
えると、「一

いち
日
じつ

先
せん

週
しゅう

」になります。そ
して、この漢

かん
字
じ
四
よっ

つを見
み
ながら何

なに
か新

あたら
しい意

い
味
み
を考

かんが
え

出
だ
してみると、“先

せん
週

しゅう
会
あ
ったばかりなのにもう会

あ
いた

い”のような、新
あたら

しい四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
ができます。これが創

そう

作
さく

四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
のやり方

かた
です。

教
きょう

室
しつ

では、四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
をいくつか指

し
定
てい

して、それに
ついて各

かく
自
じ
作
つく

らせるといいでしょう。そのときに、

を必
かなら

ず書
か
くようにさせましょう。また、学

がく
生
せい

に四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
のリストを渡

わた
したり、上

うえ
のレベルのクラスではウェブ

サイトを紹
しょう

介
かい

したりして、その中
なか

から好
す
きなものを選

えら
ん

で「創
そう

作
さく

四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
」を作

つく
るように宿

しゅく
題
だい

にするのもいい
でしょう。

2006年
ねん

度
ど

長
ちょう

期
き
研
けん

修
しゅう

のクラスでは、このようなすば
らしい作

さく
品
ひん

ができました。

できた作
さく

品
ひん

をみんなで比
くら

べ合
あ
って、どの作

さく
品
ひん

がいい
か投

とう
票

ひょう
してみるのもいいでしょう。

2006年
ねん

度
ど
の長

ちょう
期
き
研
けん

修
しゅう

のクラスでは、この作
さく

品
ひん

が最
さい

優
ゆう

秀
しゅう

賞
しょう

に選
えら

ばれました。

*ぞっこんほれ合
あ
っている＝心

こころ
から愛

あい
し合

あ
っている

自
じ
分
ぶん

で考
かんが

えて作
つく

ったりしたら正
ただ

しい四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
が身

み
に

つかない、まちがって覚
おぼ

えてしまうと心
しん

配
ぱい

する先
せん

生
せい

が
もしかしたらいるかもしれません。でも、心

しん
配
ぱい

は要
い
り

ません。学
がく

生
せい

が一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

元
もと

の四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
を選

えら
んだり新

あたら

しい熟
じゅく

語
ご
を考

かんが
えたりすることによって、きっと二

ふた
つの

熟
じゅく

語
ご
がいっしょに強

つよ
く頭

あたま
に残

のこ
ることでしょう。

ある保
ほ
険
けん

会
がい

社
しゃ

が「創
そう

作
さく

四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
」を募

ぼ
集

しゅう
して、いい作

さく
品
ひん

を選
えら

んで発
はっ

表
ぴょう

するイベントを毎
まい

年
とし

行
おこな

っています。毎
まい

年
とし

12月
がつ

半
なか

ば頃
ころ

に発
はっ

表
ぴょう

されますから、上
じょう

級
きゅう

レベルのクラスでは今
こ

年
とし

の優
ゆう

秀
しゅう

作
さく

品
ひん

を紹
しょう

介
かい

してみるのもいいでしょう。その年
とし

の世
せ
相
そう

を反
はん

映
えい

した作
さく

品
ひん

が多
おお

いですから、日
に
本
ほん

事
じ

情
じょう

のいい
勉
べん

強
きょう

にもなることでしょう。ぜひ試
ため

してみてください。

・創
そう
作
さく
四
よ
字
じ
熟

じゅく
語
ご

・読
よ
み方

かた

・意
い
味
み

・元
もと
になった四

よ
字
じ
熟

じゅく
語
ご

創
そう
作
さく
四
よ
字
じ
熟

じゅく
語
ご

もともとある四
よ
字
じ
熟

じゅく
語
ご
の中

なか
の漢

かん
字
じ
や読

よ
み方

かた
を少

すこ
し変

か

えて別
べつ
の新

あたら
しい意

い
味
み
のことばを作

つく
り出

だ
す遊

あそ
び

波
は
岸
がん
一
いっ
緒
しょ

意
い
味
み
：ぞっこんほれ合

あ
っている*恋こい

人
びと

同
どう

士
し
のこと。

波
なみ

と岸
きし

のように、別
わか

れても、後
あと

必
かなら

ず一
いっ

緒
しょ

になる。
元
もと
の四

よ
字
じ
熟

じゅく
語
ご
：破

は
顔
がん

一
いっ

笑
しょう

（顔
かお

をほころばせて、にっこり笑
わら

う）

ロシア・クラスノヤルスク市
し
のアンナ・ボイチェンコさんの作

さく
品
ひん

このコーナーの担
たん
当
とう
者
しゃ
：有

あり
馬
ま

淳
じゅん

一
いち

（日
に
本
ほん

語
ご
試
し
験
けん

センター設
せつ

立
りつ

準
じゅん

備
び
室
しつ

専
せん

門
もん

員
いん

）、木
き
田
だ
真
ま
理
り
（日

に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し
）

読
どく

者
しゃ

のみなさんからのアイディア、成
せい

功
こう

例
れい

、失
しっ

敗
ぱい

談
だん

などぜひお寄
よ
せください。

授
じゅ
業

ぎょう
のヒント

①動
どう
物
ぶつ
の「いるか」

②「いるかしら？」「いるかな？」の「いるか」

③「いる」の否
ひ
定
てい
の意

い
味
み
の「いない」

④「現
げん
在
ざい
～ている」の意

い
味
み
の「～ているか」

創
そう
作
さく

四
よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご

相
あい
縁
えん
永
えい
遠
えん

無
む
秒
びょう
即
そく
妻
さい

歯
し
痛
つう
発
はっ
達
たつ

意
い
味
み

お互
たが
いの結

むす
びつきは一

いっ

生
しょう
ずっと続

つづ
く

一
ひと
目
め
ぼれをして1秒

びょう
もた

たないですぐ妻
つま
になりた

い気
き
持
も
ちになる

毎
まい
日
にち
歯
は
がだんだん痛

いた
く

なっていく

元
もと
の四

よ
字
じ
熟
じゅく
語
ご

（意
い
味
み
）

合縁奇縁
（人

ひと
と人

ひと
の気

き
心
ごころ
が合

あ
った

り合
あ
わなかったりするの

は全
すべ
て縁

えん
による）

無病息災
（病

びょう
気
き
をしないで健

けん
康
こう
で

元
げん
気
き
でいる）

四通八達
（交

こう
通
つう
などが四

し
方
ほう
八
はっ
方
ぽう

に通
つう
じている。人

ひと
の往

おう

来
らい
が激

はげ
しい所

ところ
）

参
さん
考
こう
資
し
料
りょう

住
すみ

友
とも

生
せい

命
めい

～創
そう

作
さく

四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご

http://cam.sumitomolife.co.jp/jukugo/index.html
創
そう

作
さく

四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご

http://www8.plala.or.jp/shinozaki/cros-s4g.htm
谷
たに

川
がわ

俊
しゅん

太
た
郎
ろう

、瀬
せ
川
がわ

康
やす

男
お
（1973）『ことばあそびうた』福

ふく
音
いん

館
かん

書
しょ

店
てん

四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
データバンク

http://cam.sumitomolife.co.jp/jukugo/index.html
四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
の参

さん
考
こう

書
しょ

http://www.tantaka.com/jukugo/

早
はや

口
くち

言
こと

葉
ば
や四

よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
は本

ほん
誌
し
「本

ほん
ばこ」（P.13）で紹

しょう
介
かい

した
『日

に
本
ほん

語
ご
の力

ちから
がのびることばあそび』にも出

で
ています。



▽スパイラル方
ほう
式
しき
―トピックを

少
すこ
し変

か
えてくりかえす―

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は、わかってもできるようになるために

は時
じ
間
かん

がかかる、ある文
ぶん

法
ぽう

や文
ぶん

型
けい

が使
つか

えるように

なる時
じ
期
き
は個

こ
人
じん

差
さ
があるということもSLA研

けん
究
きゅう

か

らわかっています。そこで著
ちょ

者
しゃ

は、何
なん

課
か
か進

すす
んで

から話
わ
題
だい
（トピック）を少

すこ
し変

か
えて、くりかえすことを

考
かんが

えました。この教
きょう

科
か
書
しょ

では、7つの話
わ
題
だい

を3回
かい
く

りかえして（ステップ1～3）、合
ごう

計
けい

21課
か
で構

こう
成
せい

さ

れています（写
しゃ

真
しん

参
さん

照
しょう

）。前
まえ

の話
わ
題
だい

の時
とき

にできな

かった学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は次
つぎ

の時
とき

にもう一
いち

度
ど
勉
べん

強
きょう

する機
き
会
かい

があり、もうすでにできる学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は話
わ
題
だい

が違
ちが

う

ので飽
あ
きないで練

れん
習
しゅう

できるようになっています。

『J Bridge』は、中
ちゅう

級
きゅう

編
へん

（実
じっ

際
さい

には初
しょ

級
きゅう

から

中
ちゅう

級
きゅう

への橋
はし

渡
わた

しとなる初
しょ

中
ちゅう

級
きゅう

レベル）が2000

年
ねん

に発
はっ

行
こう

されました。

話
はな

す話
わ
題
だい

・内
ない

容
よう

を前
ぜん

面
めん

に出
だ
し、そのことを話

はな

すために使
つか

う表
ひょう

現
げん

や文
ぶん

型
けい

の形
かたち

や用
よう

法
ほう

を学
がく

習
しゅう

者
しゃ

自
じ
身
しん

が発
はっ

見
けん

したり説
せつ

明
めい

したりする活
かつ

動
どう

はとて

も新
しん

鮮
せん

でした。また、

話
わ
題
だい

や技
ぎ
能
のう

を変
か
えて言

こと

葉
ば
を使

つか
う練

れん
習
しゅう

をくりか

えす方
ほう

法
ほう

はここでも紹
しょう

介
かい

されています。

初
しょ

級
きゅう

編
へん

は、今
こん

後
ご
第
だい

2

巻
かん

（Vol.2）が続
つづ

いて

発
はっ

行
こう

される予
よ
定
てい

です。

－新
しん
刊
かん
教
きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹
しょう
介
かい
－本

ほん
ばこ

Bookshelf : Introduction of New Titles

「日
に
本
ほん

語
ご
の教

きょう
材
ざい

や図
と
書
しょ

に関
かん

する新
あたら

しい情
じょう

報
ほう

がほしい」という海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

方
がた

の声
こえ

をよく

聞
き
きます。このコーナーでは、最

さい
近
きん

出
しゅっ

版
ぱん

された日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

材
ざい

や参
さん

考
こう

書
しょ

を中
ちゅう

心
しん

に紹
しょう

介
かい

して

いきます。誌
し
面
めん

の制
せい

約
やく

上
じょう

、一
いっ

回
かい

に多
おお

くの本
ほん

を紹
しょう

介
かい

できませんが、「海
かい

外
がい

の先
せん

生
せい

にとって

使
つか

いやすい教
きょう

材
ざい

」「授
じゅ

業
ぎょう

や研
けん

究
きゅう

の役
やく

に立
た
つ本

ほん
」、また、「知

し
っていると便

べん
利
り
な図

と
書
しょ

・

資
し

料
りょう

」などを取
と
り上

あ
げます。

●データ●
小
こ
山
やま
悟

さとる
凡
ぼん
人
じん
社
しゃ
（〒102-0093 東

とう
京

きょう
都
と

千
ち
代
よ
田
だ
区
く
平
ひら
河
かわ
町

ちょう
1-3-13 8F）TEL.03-3263-3959

FAX.03-3263-3116 URL. www.bonjinsha.com/

2007年
ねん
3月

がつ
978-4-89358-631-5 B5判

ばん

296ページ　 2940円
えん

別
べっ
冊
さつ
1冊

さつ
、CD2枚

まい
付
つき

76

543

21

初
しょ

級
きゅう

の教
きょう

科
か
書
しょ

と言
い
えば、基

き
本
ほん

文
ぶん

型
けい

の導
どう

入
にゅう

と

代
だい

入
にゅう

やQ&Aなどの文
ぶん

型
けい

練
れん

習
しゅう

、学
がく

習
しゅう

文
ぶん

型
けい

を

使
つか

った短
みじか

い会
かい

話
わ
文
ぶん

という構
こう

成
せい

が一
いっ

般
ぱん

的
てき

でした

が、そのパターンをくずす新
あたら

しい初
しょ

級
きゅう

教
きょう

科
か
書
しょ

が出
で
ました。

この教
きょう

科
か
書
しょ

は、第
だい

二
に
言
げん

語
ご
習
しゅう

得
とく
（SLA；Second

Language Acquisition）の研
けん

究
きゅう

結
けっ

果
か
を利

り
用
よう
して、

学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が日
に
本
ほん

語
ご
を学

まな
んでいく過

か
程
てい

が教
きょう

科
か
書
しょ

の

構
こう

成
せい

や練
れん

習
しゅう

に取
と
り入

い
れられています。

▽トピック・シラバス
言
こと

葉
ば
は本

ほん
来
らい
目
もく
的
てき

があって使
つか

われるものです。こ

の教
きょう

科
か
書
しょ

では、それぞれの課
か
で取

と
り上

あ
げた話

わ
題
だい

（トピック）について話
はな
したり書

か
いたりできるようにな

ることが目
もく

標
ひょう

になっています。今
いま
までの教

きょう
科
か
書
しょ
の

ようにその課
か
の学

がく
習
しゅう

文
ぶん

型
けい
を使

つか
って、どんな場

ば
面
めん

で

何
なに

ができるかという発
はっ

想
そう
と全

まった
く逆

ぎゃく
ですから、文

ぶん
型
けい

も話
わ
題
だい

に合
あ
わせた提

てい
出
しゅつ

順
じゅん

序
じょ

になっています。

トピック・シラバスの考
かんが
え方

かた

▽「観
かん
察
さつ
→発

はっ
見
けん
→創

そう
造
ぞう
」の学

がく
習
しゅう

の流
なが
れ

SLAでは、学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が言
こと

葉
ば
のインプットを理

り
解
かい

する中
なか

で、言
こと

葉
ば
の使

つか
い方

かた
や形

かたち
をよく観

かん
察
さつ
して規

き
則
そく

を自
じ
分
ぶん

で発
はっ

見
けん

すること、そして理
り
解
かい

した言
こと

葉
ば
を

使
つか

って自
じ
分
ぶん

のことを表
ひょう

現
げん

すること（創
そう

造
ぞう

）を通
とお
し

て使
つか

えるようになると言
い
われています。この教

きょう
科
か

書
しょ

では、語
ご
彙
い
や聴

ちょう
解
かい

の活
かつ

動
どう

にCDが使
つか

われ、話
はな

せるようになるためのインプットとして位
い
置
ち
づけ

られています。

※データ凡
はん
例
れい

著
ちょ
者
しゃ

出
しゅっ
版
ぱん
社
しゃ

刊
かん
行
こう
年
ねん
月
げつ

ISBN 判
はん
型
けい
・ページ数

すう
定
てい
価
か

その他
た

7654321

学
がく
習
しゅう
過
か
程
てい
を取

と
り入

い
れた初

しょ
級
きゅう
教
きょう
科
か
書
しょ

『J.Bridge for Beginners Vol. 1』

P.vP.iv

（手
しゅ
段
だん
） 家

か
族
ぞく
を紹

しょう
介
かい
する。

動
どう
詞
し
の「て形

けい
」と

「～ています」の文
ぶん
型
けい
を学

まな
ぶ。

（Lesson 15を例
れい
に）

（目
もく
標
ひょう
）

今
いま
までの
教
きょう
科
か
書
しょ

（目
もく
標
ひょう
）

（手
しゅ
段
だん
）

11

本
ほん
書
しょ

P.41
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新
しん
刊
かん
教

きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹

しょう
介
かい

日
に
本
ほん
の学

がっ
校
こう
で学

まな
ぶ外

がい
国
こく
人
じん
の子

こ
どものための日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
材
ざい

『マリアとケンのいっしょににほんご 『学
まな
び』につながる16の活

かつ
動
どう
』

●データ●
横
よこ
田
た
淳

じゅん
子
こ
・小

こ
林

ばやし
幸
ゆき
江
え

スリーエーネット

ワーク（〒101-0064 東
とう
京

きょう
都
と
千
ち
代
よ
田
だ
区
く
猿
さる
楽
がく
町

ちょう

2 - 6 - 3 松
しょう
栄
えい
ビル）TEL . 03 - 3292 - 5751
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師
し
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日
に
本
ほん

国
こく

内
ない

の公
こう

立
りつ

学
がつ

校
こう

に在
ざい

籍
せき

している日
に
本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の必
ひつ

要
よう

な児
じ
童
どう

・生
せい

徒
と
数
すう

は、2万
まん

692名
めい

に上
のぼ

るそうです（平
へい

成
せい

17年
ねん

度
ど
文
もん

部
ぶ
科
か
学
がく

省
しょう

調
ちょう

査
さ
）。

この教
きょう

材
ざい

は、そのような日
に
本
ほん

語
ご
を母

ぼ
語
ご
としな

い子
こ
どもたちのための教

きょう
材
ざい

です。具
ぐ
体
たい

的
てき

には、

ごく初
しょ

歩
ほ
的
てき

な生
せい

活
かつ

日
に
本
ほん

語
ご
がわかって、ひらが

なが1字
じ
ずつ読

よ
める程

てい
度
ど
の日

に
本
ほん

語
ご
のレベルの子

こ

どもを対
たい

象
しょう

としています。

課
か
は、全

ぜん
部
ぶ
で16課

か
になっています。「あいさ

つ」｢じしゃく」｢ごみ｣｢すごろく」｢じゃんけ

ん」｢ラケットレース」｢スーパーマーケット」

など、日
に
本
ほん

での生
せい

活
かつ

や学
がつ

校
こう

場
ば
面
めん

など子
こ
どもた

ちの日
に
本
ほん

語
ご
使
し
用
よう

場
ば
面
めん

や興
きょう

味
み
に沿

そ
った題

だい
材
ざい

が採
と

られています。

課
か
の構

こう
成
せい

は、扉
とびら

絵
え
（内

ない
容
よう

がわかるように描
えが

かれた絵
え
）、｢プリント」（内

ない
容
よう

に関
かん

係
けい

した活
かつ

動
どう

の手
て

順
じゅん

を普
ふ
通
つう

体
たい

で簡
かん

単
たん

にわかりやすく書
か
いた

もの）、｢本
ほん

文
ぶん

を読
よ
もう｣（プリントの内

ない
容
よう

を丁
てい

寧
ねい

体
たい

にして対
たい

話
わ
の形

かたち
で提

てい
示
じ
したもの）、｢練

れん
習
しゅう

しよう」（学
がく

習
しゅう

項
こう

目
もく

を定
てい

着
ちゃく

させるための文
ぶん

法
ぽう

や読
よ
み書

か
きが中

ちゅう
心
しん

になっている練
れん

習
しゅう

問
もん

題
だい

）、

｢日
に
本
ほん

語
ご
を使

つか
おう」（学

がく
習
しゅう

項
こう

目
もく

を4技
ぎ
能
のう

で使
つか

う

練
れん

習
しゅう

）となっています。

1課
か
で扱

あつか
われている学

がく
習
しゅう

項
こう

目
もく

は、他
ほか

の課
か
で

も扱
あつか

われ、繰
く
り返

かえ
し練

れん
習
しゅう

でき

るようになっています。1課
か

にかける時
じ
間
かん

は3～5時
じ
間
かん

が想
そう

定
てい

されています。

また、日
に
本
ほん

語
ご
を教

おし
えた経

けい
験
けん

のない教
きょう

師
し
にも配

はい
慮
りょ

して、い

ろいろな工
く
夫
ふう

がなされていま

す。例
たと

えば、文
ぶん

法
ぽう

用
よう

語
ご
の使

し
用
よう

は最
さい

低
てい

限
げん

に限
げん

定
てい

されている上
うえ

、

日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

で使
つか

われているイ

形
けい

容
よう

詞
し
やナ形

けい
容
よう

詞
し
という用

よう
語
ご

は使
つか

わず、学
がつ

校
こう

文
ぶん

法
ぽう

で使
つか

われ

効
こう
果
か
的
てき
な発

はっ
表
ぴょう
能
のう
力
りょく
を身

み
につけるための手

て
引
びき
き

『アカデミックプレゼンテーション入
にゅう
門
もん
』

●データ●
三
み
浦
うら
香
か
苗
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・岡
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澤
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澤
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のぞみ・ヒルマン

小
こ
林

ばやし
恭
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1

本
ほん

書
しょ

は、学
がく

術
じゅつ

的
てき

な口
こう

頭
とう

発
はっ

表
ぴょう

を効
こう

果
か
的
てき

に行
おこな

う

ための入
にゅう

門
もん

書
しょ

です。

全
ぜん

7章
しょう

からなる本
ほん

書
しょ

の構
こう

成
せい

は、1プレゼン

テーションの基
き
礎
そ
（アウトライン）と必

ひつ
要
よう

な

日
に
本
ほん

語
ご
表
ひょう

現
げん
（数

すう
字
じ
・図

ず
表
ひょう

の説
せつ

明
めい

・比
ひ
較
かく

・接
せつ

続
ぞく

）

2プレゼンテーションの例
れい

（「私
わたし

の国
くに

・町
まち

」

「私
わたし

の専
せん

門
もん

」「アンケート調
ちょう

査
さ
」の3種

しゅ
類
るい

）3話
はな

し方
かた

と態
たい

度
ど
（非

ひ
言
げん

語
ご
的
てき

表
ひょう

現
げん

を含
ふく

む）の三
みっ

つに

大
たい

別
べつ

することができます。

中
ちゅう

心
しん

部
ぶ
分
ぶん

のプレゼンテーションの例
れい

（2）

は、まず、スライドの作
つく

り方
かた

から始
はじ

まり、身
み

近
ぢか

なトピック・専
せん

門
もん

的
てき

なトピックの順
じゅん

で、テ

クストからスライドへのまとめ方
かた

が示
しめ

されて

います。次
つぎ

に、アンケート調
ちょう

査
さ
プロジェクト

が実
じつ

例
れい

により示
しめ

されます。

ここでは、スライドへのまとめ方
かた

や、ス

ピーチ原
げん

稿
こう

の作
つく

り方
かた

だけではなく、アンケー

ト調
ちょう

査
さ
に先

さき
立
だ
つ企

き
画
かく

（テーマの設
せつ

定
てい

、質
しつ

問
もん

の

項
こう

目
もく

や方
ほう

法
ほう

）や、データ分
ぶん

析
せき

の方
ほう

法
ほう

（必
ひつ

要
よう

な

統
とう

計
けい

学
がく

の解
かい

説
せつ

を含
ふく

む）についても、ていねい

に述
の
べられています。

また、本
ほん

書
しょ

には、CD-ROMが付
つ
いていて、

アンケート調
ちょう

査
さ
によるプレゼ

ンテーションの映
えい

像
ぞう

とアン

ケート結
けっ

果
か
のデータ（エクセ

ル）が収
おさ

められています（そ

の他
ほか

に、かんたんにカイ2乗
じょう

検
けん

定
てい

ができるソフトも入
はい

って

います）。

プレゼンテーションは、必
ひつ

要
よう

な日
に
本
ほん

語
ご
の表

ひょう
現
げん

を学
まな

ぶだけで

はうまくできません。テーマの

選
えら

び方
かた
、調

ちょう
査
さ
のしかた、分

ぶん
析
せき

の

方
ほう

法
ほう

という内
ない
容
よう

面
めん
と、それをい

かにまとめ、そして

発
はっ

表
ぴょう

するかという

方
ほう

法
ほう

面
めん

でのスキル

を身
み
につけなけれ

ばなりません。

大
だい

学
がく

生
せい

にも社
しゃ

会
かい

人
じん

にも、日
に
本
ほん

語
ご
による調

ちょう
査
さ
・研

けん
究
きゅう

とその発
はっ

表
ぴょう

において両
りょう

方
ほう

の能
のう

力
りょく

を身
み
につけたい人

ひと
に

とって適
てき

切
せつ

な入
にゅう

門
もん

書
しょ

だと思
おも

います。

P.196 P.197

P.144 P.145

ている形
けい

容
よう

詞
し
、形

けい

容
よう

動
どう

詞
し
という用

よう
語
ご

を用
もち

いています。

さらに、この教
きょう

材
ざい

を使
つか

う際
さい

の指
し
導
どう

の流
なが

れや留
りゅう

意
い
点
てん

などを記
しる

した手
て
引
びき

きも充
じゅう

実
じつ

しています。

この教
きょう

材
ざい

の前
まえ

段
だん

階
かい

の教
きょう

材
ざい

として同
おな

じ作
さく

者
しゃ

に

よる『いっしょににほんご』という絵
え
教
きょう

材
ざい

も

出
しゅっ

版
ぱん

されています。
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新
しん
刊
かん
教

きょう
材
ざい
・図

と
書
しょ
紹

しょう
介
かい

海
かい
外
がい
でも国

こく
内
ない
でも、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
にも教

きょう
師
し
にも役

やく
立
だ
つ表

ひょう
現
げん
文
ぶん
型
けい
の例

れい
文
ぶん
リソース

『中
ちゅう
上
じょう
級
きゅう
日

に
本
ほん
語

ご
表
ひょう
現
げん
文
ぶん
型
けい
-多

た
様
よう
な日

に
本
ほん
語

ご
母

ぼ
語

ご
話

わ
者
しゃ
による例

れい
文
ぶん
集
しゅう
』

●データ●
石
いし
橋
ばし
玲
れい
子
こ

凡
はん
人
じん
社
しゃ
（〒102-0093 東

とう
京

きょう
都
と

千
ち
代
よ
田
だ
区
く
平
ひら
河
かわ
町

ちょう
1-3-13 8F）TEL.03-3263-3959

FAX.03-3263-3116 URL. www.bonjinsha.com/

2007年
ねん
2月

がつ
978-4-89358-634-6 A5判

ばん

303ページ　 2520円
えん

6

543
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日
に
本
ほん

語
ご
の中

ちゅう
上
じょう

級
きゅう

以
い
上
じょう

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

が表
ひょう

現
げん

文
ぶん

型
けい

を学
がく

習
しゅう

する時
とき

は、日
に
本
ほん

語
ご
で（学

がく
習
しゅう

者
しゃ

の母
ぼ
語
ご
で

も）意
い
味
み
や構

こう
文
ぶん

を説
せつ

明
めい

してもらっても、文
ぶん

型
けい

の使
つか

い方
かた

のニュアンスまでは理
り
解
かい

できない場
ば

合
ごう

が多
おお

いです。日
に
本
ほん

にいる学
がく

習
しゅう

者
しゃ

なら、たく

さんの使
し
用
よう

例
れい

に接
せっ

することができますが、海
かい

外
がい

にいると学
がく

習
しゅう

者
しゃ

は日
に
本
ほん

語
ご
に触

ふ
れる機

き
会
かい

（量
りょう

と質
しつ

）が少
すく

ないので、もっと学
がく

習
しゅう

が難
むずか

しいで

す。教
きょう

師
し
にとっては、中

ちゅう
上
じょう

級
きゅう

以
い
上
じょう

の表
ひょう

現
げん

文
ぶん

型
けい

は日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

であまり使
つか

われない領
りょう

域
いき

のもの

も多
おお

いので、違
ちが

った文
ぶん

脈
みゃく

の例
れい

文
ぶん

を複
ふく

数
すう

考
かんが

えよ

うとしてもなかなか思
おも

いつきません。

本
ほん

書
しょ

は、日
に
本
ほん

語
ご
を母

ぼ
語
ご
とする学

がく
生
せい

（例
たと

えば、

日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

の授
じゅ

業
ぎょう

を受
う
けた学

がく
生
せい

や、日
に
本
ほん

語
ご

教
きょう

員
いん

養
よう

成
せい

講
こう

座
ざ
で学

まな
んだ人

ひと
たち）から、一

いっ
般
ぱん

の

中
ちゅう

高
こう

年
ねん

の方
かた

までいろいろな年
ねん

齢
れい

層
そう

、いろいろな

文
ぶん

化
か
背
はい

景
けい

の方
かた

が作
つく

った例
れい

文
ぶん

を集
あつ

めたものです。

本
ほん

書
しょ

の文
ぶん

型
けい

は、話
はな

しことばのくだけた文
ぶん

型
けい

から、書
か
き言

こと
葉
ば
のかなり固

かた
い文

ぶん
型
けい

、少
すこ

し古
ふる

い

文
ぶん

型
けい

も含
ふく

まれています。文
ぶん

型
けい

は50音
おん

順
じゅん

になっ

ており、一
ひと

つの文
ぶん

型
けい

には8前
ぜん

後
ご
の例

れい
文
ぶん

が紹
しょう

介
かい

さ

れています。すべての漢
かん

字
じ
にルビがふられて

います。また、常
じょう

用
よう

漢
かん

字
じ
以
い
外
がい

の漢
かん

字
じ
のものも

含
ふく

まれているので、例
れい

文
ぶん

の意
い
味
み
はわかっても

漢
かん

字
じ
の読

よ
み方

かた
がわからない学

がく
習
しゅう

者
しゃ

がいる場
ば
合
あい

は、漢
かん

字
じ
の練

れん
習
しゅう

としても利
り
用
よう

できます。

本
ほん

書
しょ

は、例
れい

文
ぶん

集
しゅう

なので、文
ぶん

型
けい

の意
い
味
み
や使

し
用
よう

法
ほう

の説
せつ

明
めい

はありません。そのため、他
ほか

の文
ぶん

型
けい

辞
じ
典
てん

で意
い
味
み
や用

よう
法
ほう

が確
かく

認
にん

できるように、各
かく

文
ぶん

型
けい

と例
れい

文
ぶん

の横
よこ

に8つの辞
じ
典
てん

やテキストの出
しゅっ

典
てん

が

表
ひょう

示
じ
され、日

に
本
ほん

語
ご
能
のう

力
りょく

試
し
験
けん

に該
がい

当
とう

する級
きゅう

もつ

けてあります。また、例
れい

文
ぶん

は一
いっ

般
ぱん

の母
ぼ
語
ご
話
わ
者
しゃ

のものなので、中
ちゅう

級
きゅう

と言
い
っても上

じょう
級
きゅう

の文
ぶん

型
けい

が

混
ま
じっている場

ば
合
あい

もあります。そのため、日
に

本
ほん

語
ご
の授

じゅ
業
ぎょう

で文
ぶん

型
けい

導
どう

入
にゅう

として使
し
用
よう

する場
ば
合
あい

は、教
きょう

師
し
が自

じ
分
ぶん

の学
がく

習
しゅう

者
しゃ

のレベルに合
あ
わせて

選択
せんたく

する必
ひつ

要
よう

があります。

また、同
おな

じ文
ぶん

型
けい

の例
れい

文
ぶん

を取
と
り上

あ
げるときで

も、単
たん

に文
ぶん

型
けい

の意
い
味
み
を教

きょう
師
し
が説

せつ
明
めい

するだけで

なく、「どんな人
ひと

が」「どのような文
ぶん

脈
みゃく

で」

言
い
ったかを学

がく
習
しゅう

者
しゃ

にグループで考
かんが

えさせた

り、同
おな

じような

文
ぶん

脈
みゃく

を与
あた

えて例
れい

文
ぶん

を作
つく

らせたり

することもでき

ると思
おも

います。

ゲームやクイズを楽
たの
しみながら文

も
字
じ
や

ことばが覚
おぼ
えられる

『日
に
本
ほん
語

ご
の力

ちから
がのびることばあそび』1～5

●データ●
吉
よし
永
なが
幸
こう
司
し

ポプラ社
しゃ
（〒160-8565 東

とう
京

きょう
都
と

新
しん
宿

じゅく
区
く
大
だい
京

きょう
町

ちょう
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FAX.03-3359-2359 URL. www.poplar.co.jp/

2007年
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5：09610-9 各
かく
B5判

ばん
47ページ　 各
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2940円

えん
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本
ほん

書
しょ

は小
しょう

学
がっ

校
こう

低
てい

学
がく

年
ねん

から中
ちゅう

学
がく

年
ねん

を対
たい

象
しょう

に

いろいろなことば遊
あそ

びを数
かず

多
おお
く紹

しょう
介
かい
しているの

が特
とく

徴
ちょう

です。1から5まで全
ぜん

部
ぶ
で5巻

かん
ありますが、

それぞれ以
い
下
か
のような内

ない
容
よう

です。

1「ひらがな・かたかな」では早
はや

口
くち

言
こと

葉
ば
、数

かぞ
え歌

うた
、

連
れん

想
そう

してしりとり歌
うた

、だじゃれ、ことばたし算
ざん

、

穴
あな

埋
う
めパズル、クロスワードパズルなど、日

に
本
ほん

語
ご

の「音
おと
」を使

つか
った遊

あそ
びが紹

しょう
介
かい

されています。

2「漢
かん

字
じ
であそぼう」では漢

かん
字
じ
の仲

なか
間
ま
探
さが

し、

漢
かん

字
じ
カルタ、熟

じゅく
語
ご
しりとり、画

かく
数
すう

でたし算
ざん

ゲーム、四
よ
字
じ

熟
じゅく

語
ご
であそぼうなど、

漢
かん

字
じ
を使

つか
ったさまざまな遊

あそ
びが紹

しょう
介
かい

され

ています。

3「文
も
字
じ
であそぼう」では文

も
字
じ
のかくれんぼ、

パズル、ことばのサンドイッチ、文
も
字
じ
で音

おと
を

あらわそうなど、文
も
字
じ
の形

かたち
を使

つか
った遊

あそ
びが

紹
しょう

介
かい

されています。

4「ことばをあつめよう」ではしりとり、

慣
かん

用
よう

句
く
、ことわざ、反

はん
対
たい

語
ご
、こそあど言

こと
葉
ば
、

さまざまな方
ほう

言
げん

など、語
ご
彙
い
を集

あつ
めることを

中
ちゅう

心
しん

にした遊
あそ

びが紹
しょう

介
かい

されています。

5「友
とも

だちにつたえよう」では伝
でん

言
ごん

ゲーム、

ジェスチャーゲーム、手
しゅ

話
わ
にちょうせん、数

すう
字
じ
の

ごろあわせ、なぞかけなど、みんなですると

より楽
たの

しい言
こと

葉
ば
遊
あそ

びが紹
しょう

介
かい

されています。

各
かく

巻
かん

は主
おも

に「ことば遊
あそ

び」「やってみよう」

「はってん」の三
みっ

つの部
ぶ
分
ふん

で構
こう

成
せい

されています。

「ことば遊
あそ

び」で紹
しょう

介
かい

された遊
あそ

び方
かた

を、「やって

P.11～13は国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

基
き
金
きん

の以
い
下
か
の日

に
本
ほん

語
ご
専
せん

任
にん

講
こう

師
し
が図

と
書
しょ

を選
えら

び、分
ぶん

担
たん

して紹
しょう

介
かい

文
ぶん

を執
しっ

筆
ぴつ

しました。

八
はっ

田
た
直
なお

美
み
、三

み
原
はら

龍
りゅう

志
し
、生

いく
田
た

守
まもる

、金
きむ

孝
ひょ

卿
ぎゅん

、王
おう

崇
すう

梁
りょう

（執
しっ

筆
ぴつ

順
じゅん

）、木
き
谷
たに

直
なお

之
ゆき

（選
せん

定
てい

のみ）

P.125

みよう」でその遊
あそ

びやゲームを実
じっ

際
さい

に楽
たの

しめ

ます。さらに、「はってん」では「やってみよう」

より少
すこ

し難
むずか

しい遊
あそ

びを紹
しょう

介
かい

しています。各
かく

巻
かん

の漢
かん

字
じ
にはすべて読

よ
み方

かた
がついています。

それに、「やってみよう」や「はってん」に出
で
て

いるゲームやクイズの答
こた

えも載
の
っています。

漢
かん

字
じ
やことばの勉

べん
強
きょう

を楽
たの

しくしようとする

教
きょう

師
し
にも参

さん
考
こう

になる本
ほん

と言
い
えるでしょう。
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Enjoy Japanese Grammar !!

前
ぜん

回
かい

は、条
じょう

件
けん

「～と・～ば・～たら」の文
ぶん

について
それが「現

げん
象

しょう
描

びょう
写
しゃ

」「判
はん

断
だん

」「働
はたら

きかけ」のいずれを
表

あらわ
すかを考

かんが
え、次

つぎ
のような結

けっ
果
か
を得

え
ました。

この結
けっ

果
か
から、「と」は現

げん
象

しょう
描

びょう
写
しゃ

で用
もち

いられること
が多

おお
いが、命

めい
令
れい

や依
い
頼
らい

などの働
はたら

きかけをすることはでき
ないと言

い
えます。「ば」は現

げん
象

しょう
描

びょう
写
しゃ

でも用
もち

いられるが、
判
はん

断
だん

文
ぶん

で用
もち

いられることが多
おお

く、働
はたら

きかけはできたり
できなかったりするようです。「たら」は判

はん
断
だん

でも
使
つか

われますが、働
はたら

きかけで使
つか

われることが多
おお

く、現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

ではあまり使
つか

われないと言
い
えます。

では、次
つぎ

に理
り
由
ゆう

を表
あらわ

す「～から・～ので・～ために」
のとらえ方

かた
について見

み
ていきましょう。次

つぎ
の1～9の文

ぶん

は「現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

」「判
はん

断
だん

」「働
はたら

きかけ」のいずれかを表
あらわ

すように作
さく

文
ぶん

されていますが、文
ぶん

として適
てき

切
せつ

かどうか考
かんが

えてください。（今
こん

回
かい

の例
れい

文
ぶん

は1文
ぶん

ずつです。）

○や？が付
つ
けられましたか。では、今

いま
行

おこな
った判

はん
定
てい

を
もとに、次

つぎ
の表

ひょう
を完

かん
成
せい

させてください。

ちなみに、私
わたし

自
じ
身
しん

の判
はん

定
てい

の結
けっ

果
か
を下

した
に示

しめ
しておきます。

みなさんの結
けっ

果
か
と似

に
ていますか。それとも、かなり違

ちが
いますか。

今
いま

まで条
じょう

件
けん

表
ひょう

現
げん

と理
り
由
ゆう

表
ひょう

現
げん

について「現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

」
「判

はん
断
だん

」「働
はたら

きかけ」という三
みっ

つのとらえ方
かた

を見
み
て

きました。「～と」「～ば」「～たら」（または「～から」
「～ので」「～ために」）はそれぞれお互

たが
いに意

い
味
み
も文

ぶん
法
ぽう

的
てき

働
はたら

きもよく似
に
ています。このように似

に
ている表

ひょう
現
げん

を
「類

るい
義
ぎ

表
ひょう

現
げん

」と言
い
います。

類
るい

義
ぎ

表
ひょう

現
げん

はほかにもまだたくさんあります。みなさんも
ちょっと考

かんが
えてみてください。

類
るい

義
ぎ

表
ひょう

現
げん

が存
そん

在
ざい

する理
り
由
ゆう

としては次
つぎ

のようなことが
考

かんが
えられます。

「現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ
・判

はん
断
だん
・働

はたら
きかけ」（2）

通
つう
信
しん
で習

なら
った項

こう
目
もく
：「は」と「が」、他

た
動
どう
詞
し
・自

じ
動
どう
詞
し
、受

うけ
身
み
、やりもらい、～てきた、～ていく、～ている、

～てある、～ために、～ように、～たら、～と、～て ～なくて／ないで、現
げん
象

しょう
描

びょう
写
しゃ
・判

はん
断
だん
・働

はたら
きかけ

問
もん
題
だい
1：次

つぎ
のそれぞれの文

ぶん
が適

てき
切
せつ

なら○、不
ふ
適
てき

切
せつ

なら×、
どちらとも言

い
えない場

ば
合
あい

は？を（ ）の中
なか

に入
い
れて

ください。

「から」 現
げん
象

しょう
描

びょう
写
しゃ

1. （ ）犯
はん

人
にん

が発
はっ

砲
ぽう

したから、警
けい

官
かん

が殺
ころ

された。
「から」 判

はん
断
だん

2. （ ）犯
はん

人
にん

はあわてたから、発
はっ

砲
ぽう

したのだろう。
「から」 働

はたら
きかけ

3. （ ）うるさいから、静
しず

かにしなさい。
「ので」 現

げん
象

しょう
描

びょう
写
しゃ

4. （ ）犯
はん

人
にん

が発
はっ

砲
ぽう

したので、警
けい

官
かん

が殺
ころ

された。
「ので」 判

はん
断
だん

5. （ ）犯
はん

人
にん

はあわてたので、発
はっ

砲
ぽう

したのだろう。

「ので」 働
はたら
きかけ

6. （ ）うるさいので、静
しず

かにしなさい。
「ために」 現

げん
象

しょう
描

びょう
写
しゃ

7. （ ）犯
はん

人
にん

が発
はっ

砲
ぽう

したために、警
けい

官
かん

が殺
ころ

された。
「ために」 判

はん
断
だん

8. （ ）犯
はん

人
にん

はあわてたために、発
はっ

砲
ぽう

したのだろう。
「ために」 働

はたら
きかけ

9. （ ）うるさいために、静
しず

かにしなさい。

現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

判
はん
断
だん

働
はたら
きかけ

と ◎ ○ ×

ば ○ ◎ ？

たら ？ ○ ◎

現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

判
はん
断
だん

働
はたら
きかけ

から

ので

ために

現
げん
象
しょう
描
びょう
写
しゃ

判
はん
断
だん

働
はたら
きかけ

から ？ ○ ◎

ので ◎ ○ ？

ために ◎ ？ ×

～てもvs～のに、～あいだにvs～うちに、～べきだvs
～なければならない、なんかvsなんて、～を通

つう
じて

vs～を通
とお

して、ようやくvsやっとvsついに、などなど。
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文法
ぶんぽう
を楽

たの
しく !!

1）話
はな
しことばか、書

か
きことばか（文

ぶん
体
たい
）。

2）評
ひょう
価
か
が入

はい
るかどうか（プラス評

ひょう
価
か
・マイナス評

ひょう
価
か
）。

3）意
い
味
み
の幅

はば
の違

ちが
いはどうか。

4）時
じ
間
かん
的
てき
前
ぜん
後
ご
関
かん
係
けい
が存

そん
在
ざい
するかどうか。

5）語
ご
の成

な
り立

た
ちによるもの、などなど。

では、次
つぎ

にそれぞれについて見
み
ていきましょう。

「～たら」と「～ば」を比
くら

べると、「～たら」のほうが
話
はな

しことばとして使
つか

われることが多
おお

いですね。両
りょう

者
しゃ

の
違
ちが

いは文
ぶん

体
たい

（話
はな

しことばか、書
か
きことばか）によるところ

が大
おお

きいです。

（2）では、「～のに」には残
ざん

念
ねん

な気
き
持
も
ちや後

こう
悔
かい

の気
き
持
も
ち

が含
ふく

まれています。「～ても」にはそのような気
き
持
も
ちは

あまり感
かん

じられません。評
ひょう

価
か
が入

はい
るかどうかという点

てん
で、

両
りょう

者
しゃ

は異
こと

なっていると言
い
えます。

（3）では、「～べきだ」が自
じ
分
ぶん

自
じ
身
しん

に使
つか

えない*のに
対
たい

して、「～なければならない」は自
じ
分
ぶん

のことにも使
つか

える
という違

ちが
いがあります。また、（4）では、「～べきだ」

には忠
ちゅう

告
こく

や助
じょ

言
げん

の意
い
味
み
はあるけれど、「～なければなら

ない」のような「当
とう

然
ぜん

そうなる」という意
い
味
み
はないと

いうことが言
い
えます。これらのことは両

りょう
者
しゃ

の意
い
味
み
の

幅
はば

が異
こと

なることを示
しめ

しています。

（1）この本
ほん

を（a.読
よ
んだら　b.読

よ
めば）わかる。

（2）勉
べん

強
きょう

（a.しても　b.したのに）だめだった。

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：市
いち

川
かわ

保
やす

子
こ
（日

に
本
ほん

語
ご
国
こく

際
さい

センター客
きゃく

員
いん

講
こう

師
し
）

このコーナーについてご感
かん

想
そう

や質
しつ

問
もん

があれば送
おく

ってください。「ヤスコの日
に
本
ほん

語
ご
ハウス」という個

こ
人
じん

のホームページを開
ひら

いています。
英
えい

語
ご
の翻

ほん
訳
やく

も付
つ
いていますので、ぜひ活

かつ
用
よう

してください。ホームページのアドレスは、http://homepage3.nifty.com/i-yasu/index.htmです。

（5）北
ほっ

海
かい

道
どう

に（a.行
い
ったら　b.行

い
くなら）、あの店

みせ
の

ラーメンを食
た
べよう。

（5）（6）は時
じ
間
かん

的
てき

前
ぜん

後
ご
関
かん

係
けい

が存
そん

在
ざい

するかどうかという
問
もん

題
だい

です。（5）の前
ぜん

件
けん

「北
ほっ

海
かい

道
どう

に行
い
く」と後

こう
件
けん

「あの店
みせ

のラーメンを食
た
べる」には時

じ
間
かん

の前
ぜん

後
ご
関
かん

係
けい

があります。
そこでは「～たら」も「～なら」も適

てき
切
せつ

になっていますが、
（6）のように、「北

ほっ
海
かい

道
どう

に行
い
く」と「飛

ひ
行
こう

機
き
に乗

の
る」が

同
どう

時
じ
に起

お
こる場

ば
合
あい

は、「～たら」は不
ふ
適
てき

切
せつ

になります。
つまり、「～たら」は前

ぜん
件
けん

が終
お
わってから後

こう
件
けん

が起
お
こる

ときに用
もち

いられるのに対
たい

し、「～なら」は時
じ
間
かん

的
てき

前
ぜん

後
ご

関
かん

係
けい

を必
ひつ

要
よう

としないと言
い
えます。

「通
とお

して」は語
ご
源
げん

的
てき

に「通
とお

す」、一
いっ

方
ぽう

、「通
つう

じて」は
「通

つう
じる」という動

どう
詞
し
から派

は
生
せい

しています。「通
とお

す」が
「彼

かれ
は主

しゅ
張

ちょう
を通

とお
した」のように意

い
志
し
的
てき

な意
い
味
み
合
あ
いを

持
も

つ のに対
たい

し、「通
つう

じる」は「彼
かれ

の主
しゅ

張
ちょう

が通
つう

じた」
のように結

けっ
果
か
的
てき

な意
い
味
み
合
あ
いを持

も
ちます。（7）では「世

せ
界
かい

が広
ひろ

がった」という結
けっ

果
か

表
ひょう

現
げん

が、（8）では「どんどん
広
ひろ

げてください」という意
い
志
し

表
ひょう

現
げん

が来
き
ています。

どちらの場
ば
合
あい

も「を通
つう

じて・を通
とお

して」の両
りょう

方
ほう

が可
か
能
のう

ですが、意
い
志
し
や働

はたら
きかけを表

あらわ
す場

ば
合
あい

は、「を通
とお

して」の
ほうが「を通

つう
じて」より適

てき
切
せつ

に感
かん

じられます。

以
い

上
じょう

、1）～5）の類
るい

義
ぎ

表
ひょう

現
げん

の違
ちが

いについて見
み
て

きました。類義表現
るいぎひょうげん

の違
ちが

いを説
せつ

明
めい

する方
ほう

法
ほう

のもう一
ひと

つは、
前
ぜん

回
かい

と今
こん

回
かい

勉
べん

強
きょう

した「現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

・判
はん

断
だん

・ 働
はたら

きかけ」
というとらえ方

かた
です。よく似

に
た表

ひょう
現
げん

が、「現
げん

象
しょう

描
びょう

写
しゃ

」
を表

あらわ
しているのか、話

はな
し手

て
の「判

はん
断
だん

」を表
あらわ

している
のか、相

あい
手
て
や他

た
者
しゃ

に対
たい

して「働
はたら

きかけ」をしている
のかによって使

つか
い分

わ
けられる場

ば
合
あい

も多
おお

く見
み
受
う
けられ

ます。

*「～べきだ」が「～べきだった」となると、「後
こう

悔
かい

」の気
き
持
も
ち

を表
あらわ

し、自
じ
分
ぶん

自
じ
身
しん

のことにも使
つか

えるようになります。

（9）私
わたし

は学
がく

生
せい

時
じ
代
だい

にもっと勉
べん

強
きょう

するべきだった。

参
さん
考
こう
文
ぶん
献
けん

角
つの

田
だ
三
み
枝
え
（2006）「「接

せつ
連
れん

接
せつ

とモダリティの階
かい

層
そう

」と
その応

おう
用
よう

」日
に
本
ほん

語
ご
学
がく

vol.25

（3）私
わたし

はもっと勉
べん

強
きょう

（a.？するべきだ　b.しなければな
らない）。

（4）人
にん

間
げん

はいつかは（a.？死
し
ぬべきだ　b.死

し
ななければ

ならない）。

（7）インターネット（a .を通
つう

じて b .を通
とお

して）世
せ
界
かい

が
広
ひろ

がった。
（8）インターネット（a.を通

とお
して b.を通

つう
じて）どんどん

世
せ
界
かい

を広
ひろ

げてください。

（6）北
ほっ

海
かい

道
どう

に（×a.行
い
ったら　b.行

い
くなら）、飛

ひ
行
こう

機
き
に

乗
の
ったほうがいい。
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このコーナーでは、関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センターの日

に
本
ほん
語
ご
研
けん
修
しゅう
に参

さん
加
か
している

研
けん
修
しゅう
生
せい
が研

けん
修
しゅう
を通

とお
して発

はっ
見
けん
したNipponについてリポートします。

「研
けん

究
きゅう

者
しゃ

・大
だい

学
がく

院
いん

生
せい

日
に
本
ほん

語
ご
研
けん

修
しゅう

（2か月
げつ

コース）」に参
さん

加
か
したフダイベルディエヴァ・

アジザさん（ウズベキスタン）は、国
こく

際
さい

ジャーナリズムを専
せん

攻
こう

しています。日
に
本
ほん

の放
ほう

送
そう

局
きょく

の仕
し
事
ごと

について知
し
りたいと思

おも
い、日

に
本
ほん

放
ほう

送
そう

協
きょう

会
かい

（NHK）に行
い
ってみました。

NHK国
こく
際
さい
放
ほう
送
そう
局
きょく
長
ちょう
の佐

さ
藤
とう
さんと▲

第
だい
9回

かい

放
ほう
送
そう
局
きょく
の仕

し
事
ごと

KC研
けん
修
しゅう
生
せい
の

（関
かん
西
さい
国
こく
際
さい
センター）Nipponリポート

日
に
本
ほん

のテレビ番
ばん

組
ぐみ

は種
しゅ

類
るい

が多
おお

いし、内
ない

容
よう

もおもしろいです。ニュースの情
じょう

報
ほう

もとても
早
はや

いと思
おも

います。日
に
本
ほん

の放
ほう

送
そう

局
きょく

は働
はたら

いている人
ひと

も多
おお

いし、機
き
械
かい

やスタジオも多
おお

いので、
いろいろな良

よ
い番

ばん
組
ぐみ

を作
つく

ることができるのだと思
おも

いました。

▽ 日
に
本
ほん
の放

ほう
送
そう
局
きょく
についてもっと知

し
りたい人

ひと
は下

した
のURLを見

み
てください。

•NHKオンライン（日
にち
英
えい
）http://www.nhk.or.jp/

•NHKデジタルミュージアム（日
に
本
ほん
語
ご
）http://www.nhk.or.jp/digitalmuseum/

•NHKは何
なに
を伝

つた
えてきたか－NHKテレビ番

ばん
組
ぐみ
の50年

ねん
（日

にち
英
えい
）http://www.nhk.or.jp/archives/nhk50years/

このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：和泉
いずみ

元
もと

千
ち
春
はる

、廣
ひろ

利
かが

正
まさ

代
よ
〔関

かん
西
さい

国
こく

際
さい

センター日
に
本
ほん

語
ご
教
きょう

育
いく

専
せん

門
もん

員
いん

〕、リポーター：フダイベルディエヴァ・アジザさん（ウズベキスタン）

【VTRコーナー】(VTR Corner)

《昔
むかし
のNHK》

初
はじ
めての放

ほう
送
そう
：1953年

ねん
2月

がつ
1日午

ご
後
ご
2時

じ

テレビカメラ：5台
だい

放
ほう
送
そう
時
じ
間
かん

：1日
にち
に9分

ふん

内
ない

容
よう

：スポーツや舞
ぶ
台
たい
の中

ちゅう
継
けい

（ほとんどが生
なま
放
ほう
送
そう
）

初
はじ
めての放

ほう
送
そう

《今
いま
のNHK》

テレビカメラ：約
やく
1500台

だい

放
ほう
送
そう
時
じ
間
かん

：24時
じ
間
かん

内
ない

容
よう

：ニュース、教
きょう
育
いく
、ドラマ、アニメなど

300以
い
上
じょう
の番

ばん
組
ぐみ
がある

【子
こ
ども番

ばん
組
ぐみ
の収

しゅう
録
ろく
】

(Recording of Children’s

Educational Program)

放
ほう
送
そう
局
きょく
の仕

し
事
ごと
を見

み
せてもらいました。

日
に
本
ほん
の放

ほう
送
そう
局
きょく
について詳

くわ
しく知

し
るために調

しら
べてみました。

【テレビスタジオと同
どう
時
じ
通
つう
訳
やく
ブース】

(TV Studio & Simultaneous Interpretation Booth)

世
せ
界
かい

のニュースを集
あつ

めて
録
ろく

画
が
（recording）して

おきます。NHKでは、
外
がい

国
こく

のニュースを伝
つた

える
とき、3～4か国

こく
の番

ばん
組
ぐみ

を
見
み
て、そのニュースの内

ない
容
よう

をチェックするそうです。

子
こ
どもがいっしょに番

ばん
組
ぐみ

に参
さん

加
か

していました。
ウズベキスタンには、
そのような子

こ
ども番

ばん
組
ぐみ

は
ありません。

外
がい

国
こく

語
ご
のニュースを日

に
本
ほん

語
ご
に翻

ほん
訳
やく

します。1時
じ
間
かん

以
い
内
ない

に翻
ほん

訳
やく

して、放
ほう

送
そう

するそうです。早
はや

いですね！

ついたち




